



















ドライン（Ministry of Education, Self-Review
Guidelines For Early Childhood Education）
によれば，自己評価は，実践を評価する（evalu-
ate）ために乳幼児教育施設の内部で行われ，教
育評価局等による外部評価と相補的な関係に位置
づけられる。評価の内容は，①学びと教えの実践，
②共同的な実践，③管理と経営の実践の３つがあ
げられ，各乳幼児教育施設は，何を何故，評価す
るのかを決め，自己評価を進めていくことになる。
しかし，ガイドラインが出されて間もないためか，
各施設における自己評価の取り組みが十分に進ん
でいるとは言えず，アセスメント実践のように現
場に定着していないとの印象を受けた。
２）学びのアセスメント「学びの物語」
アセスメント（assessment）は，子どもたち
の学びの機会を改善するために，子どもの学びを
観察し，解釈し，その理解を活用していく過程で
ある。また，保育プログラムを評価（evaluate）
する際の一つの資料とされる。マーガレット・カー
は，乳幼児統一カリキュラム「テ・ファリキ」に
対応する新しいアセスメント「学びの物語」を提
起し，教育省を中心に普及が図られている。「学
びの物語」の作成と掲示，個々の子どものプロファ
イルの作成などは，ほとんどの乳幼児教育施設で
取り組まれており，カリキュラム「テ・ファリキ」
とアセスメントの実践が乳幼児教育の発展に大き
な力を発揮していることが伺えた。しかし，幼稚
園では多様なアセスメント実践が豊かに展開され
ているのに対して，保育センターでは取り組み方
に大きな差が見られた。
自己評価とアセスメントが乳幼児教育施設や保
育者にとって，どのように受けとめられ，実践を
改善する上でどのように機能しているかを明らか
にすることが今後の課題となった。科学研究費補
助金（平成 21年度～23年度，基盤研究Ｃ）「ニュー
ジーランドにおける保育の自己評価（Self Review）
とアセスメントに関する研究」のなかで検討して
いきたい。
